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●高校生・大学生等支援給付金。予備校生も対象なのでは 

Ｑ． 

「高校生・大学生等支援給付金」について、支給していただくのは大変ありがたいです。 

我が子は、今、予備校に通っています。先日、標題の件について新発田市役所担当課に

聞いたところ「予備校生は対象外」との回答でした。しかし、考えてみると、事業案内の

趣旨は、今回の支援は「高校生・大学生等のいる低所得者へ、教育に係わる負担の軽減」

が目的となっています。保護者への支給ですよね。予備校生も対象になると思われます。

いかがでしょうか？ 実際の子供の教育費支出金額について、「予備校生の金額は高校生と

大学生の金額の間」に相当します。（高校生は就学支援金でかなり軽減されています。少額

支出の高校生を支援して、なぜ高額支出の予備校生・けなげに頑張っている予備校生が支

援されないのか、市の方針は矛盾していると思います） 

予備校生にもいろいろな状態の生徒もいるでしょう。この事業の趣旨に該当しない生徒

もいるでしょう（高校生も一緒ですが）。支援の境界線を引けないから一律 除外ではなく、

趣旨に立派に該当する予備校生も多いはず。予備校生には「該当資格を証明するものを提

出させる」とか条件をつけ、予備校生も支援対象にしてください。" 

（令和 4年 11月受付） 

Ａ． 

 「高校生・大学生等支援給付金」は、新型コロナウイルス感染症の長期化や物価高騰の

影響を受け、厳しい生活状況にある生活困窮世帯の中でも、高校や大学などに通うお子さ

まがいる世帯を対象に、県の補助金を活用し、教育にかかる費用の負担を軽減し、お子さ

またちが安心して学業に専念できるよう支援を行うことを目的としているものであります。 

 収入の少ない世帯の皆様の中には、このコロナ禍や物価高騰により、高校生が進学を諦

めざるを得ない方や、大学生活が不安定となり中途退学を考えざるを得ない方も少なくあ

りません。そのため本事業は、教育にかかる費用の負担軽減と併せて、高校生や大学生等

の就学の継続支援も目的としております。また、御指摘のとおり、予備校に通うための経

済的負担も大きく、希望ある未来の実現のために予備校に通う学生も少なくありません。

このようなことから、本給付金については、予備校生も支給対象とするよう担当課に指示

したところであります。 

 当初は支給対象外との回答であり、御不快な思いをさせてしまい大変申し訳ございませ

んでした。再度、受給要件等を御確認のうえ手続いただきますようお願い申し上げます。

なお、当市では高校生相談支援員を配置し、貧困の世代間連鎖を防止するため、生活困窮

家庭及び生活保護受給世帯の高校生やその保護者に対して、高校入学後から高校通学の継

続支援や進学にかかる奨学金制度の紹介などの支援を行っております。お困りの事がござ

いましたら、担当課である社会福祉課に御相談ください。 

 このコロナ禍や物価高騰の状況が一日も早く収束し、安心した生活が続くことを切に願

うとともに、今後も生活にお困りの方に寄り添い、しっかりと支援に取り組んでまいりた

いと考えております。 

（令和 4年 12月 15日回答） 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


